
　なぎさのゴミについて考えよう！
　7/20,21の２日間にわたって行われたイベント「Save the Beach in 横須賀　
2013」。
　Save the Beach の活動を始めたビーチバレー選手の西村晃一さんは、その趣旨に
ついて、特定非営利活動法人・Save the beachのHPにこう書いています。
「いま、日本のあちこちで、美しかったビーチが、環境破壊や地球温暖化の影響を受
け、海水面が上昇したり、海岸が侵食され、どんどん失われています。
全国各地を転戦しながら、そうした様子を目にしたとき、自分達にできることは何か
を考え、そして、それを具体的な行動に移し、活動の輪を広げていくことの必要性を
強く感じていました。（中略）活動を全国で展開し、少しでも多くの子供たち、地域
の方々を、明るく、元気にしたい。そして、未来に美しい環境を残していきたい。私
たちは、そう願っています。」
この趣旨に賛同した横須賀の有志が一昨年始めた「Save the beach in 横須賀」
は、すっかり市民にとけ込んだイベントになりました。

会場では、ビーチバレーの大会の他、飲食ブース
や、環境に取り組んでいる団体のブースなど、お天
気にも恵まれ、親子連れで賑わいました。
私も、所属しているNPO・横須賀港湾防災支援会の
ブースで会の活動を紹介しました。
　そして昨年に引き続き、クリーンピック（ゴミ集
めを競うイベント）も開催されました。
小学校4年生から中学校1年生までの子ども4人が1

チーム。その４人チームにプロビーチバレーの選手が１人入って合計５人のチームに
なります。優勝はなんとディズニーペアチケットだったそうです。
ゴミに価値を付けてゴミを競い合って拾います。

　子ども達が楽しく、環境を考える活動をしている時、その横の芝生広場はBBQを
楽しむ人達で賑わっていました。
右の写真は、日が傾き、Save the Beachが終わ
り、BBQをしていた人達も家路についた後の「うみ
かぜ公園」トイレ前の様子です。
（場所によっては新品のグリルや余った食材をその場
に捨てていくケースがあります。手軽に楽しめるよう
になった分、手軽に捨てられていきます。）

　海岸のゴミに関連して、第２回定例会の環境農政常任委員会に提出された６月補正
予算の中に「海岸漂着物等の対策事業費」として、43,412千円が計上されました。
　国からの補助金を原資として海岸漂着物等対策基金を造成し、海岸漂着物等の回
収・処理や発生抑制に関する普及啓発事業を実施することにより、海岸における良好
な景観や環境の保全を図ることを目的としています。
　海岸漂着物の回収・処理に関する事業は、暴風雨等により発生した大量の海岸漂着
物や清掃困難箇所の清掃で、横須賀市走水海岸から湯河原町湯河原海岸までの
約150kmの海岸が対象です。
　海岸漂着物等の発生抑制に係る普及啓発事業は、BBQ等により海岸等を利用する
人に対し、ゴミの持ち帰り等を直接呼びかける事業です。
　啓発事業でどれほどの効果があるのかは、かなり疑問で、委員会でも各会派から質
問が行われました。　
　質問の中で、啓発の為の教材として私が一例をあ
げたのは、緊急的な海岸漂着物の清掃を委託してい
るかながわ海岸美化財団が2年前に発行した『なぎ
さのごみハンドブック』です。Save the Beachの
会場で、私たちのブースでヨーヨーつりをした子ど
も達に配布しました。
　海岸のゴミはどこからくるのか、海岸ゴミの問題
点、動物たちの被害、ゴミ調査隊になろう！、ビー
チクリーンをしてみよう！！…etc.
海岸ごみの約７割は川から流れて来ます。海岸ごみ
を減らすには、こうした川を通じ海岸とつながって
いる陸域への美化啓発が欠かせません。
海岸＝なぎさをきれいにする事は日頃の生活に結び
ついている事をこの冊子は教えてくれます。
　神奈川県の海岸で一年間に処理されるゴミ（海藻をのぞく）の量は約2000トン。
鎌倉の大仏の約16体分です。「ちょっとくらい…」と捨てたものも集まると、こん
な量になるのです。
海岸のゴミは社会全体の問題です。
Save the Beach の目的も、NPO・横須賀港湾防災支援会の活動（海からの清掃）
も、かながわ海岸美化財団の取り組みも、すべて、「未来に美しい環境を残したい」
という同じ気持ちから来たものです。
　夏休み、お子さんと海に出かける、またはBBQや花火をする予定のあるお父さん・
お母さんに、是非「なぎさのゴミ」について、親子で考えて頂きたいと思います。
私も、微力ですが、啓発のために活動を続けていきたいと思います。


